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町
花・バ
ラ（
品
種
名
…
フ
ァ
ン
シ
ー
ロ
ー
ラ
）

ふれあい
コーナー

プール開き（小牛田保育所）



６月会議

町長、副町長給与減額
職員懲戒処分で

直
接
供
す
る
家
屋
及
び
償
却

資
産
、
企
業
主
導
型
保
育
事

業
に
供
す
る
固
定
資
産
、
市

民
緑
地
に
供
す
る
土
地
に
係

る
固
定
資
産
の
課
税
の
特
例

割
合
を
近
隣
自
治
体
と
同
様

の
内
容
と
し
ま
し
た
。

�

賛
成
全
員
（
可
決
）

質
疑

 

問　
都
市
計
画
税
、
不
動
産

取
得
税
も
適
用
に
な
る
が
検

討
し
な
い
の
か
。

答　
不
動
産
取
得
税
は
、
県

の
税
金
な
の
で
対
象
と
な
ら

質
疑

問　
こ
の
時
期
に
な
っ
た
理

由
は
。

答　
町
長
な
ど
の
給
与
の
減

額
に
つ
い
て
条
例
を
提
案
し

議
会
の
議
決
を
経
な
け
れ
ば

減
額
で
き
な
い
た
め
、
６
月

会
議
の
日
程
に
合
わ
せ
て
上

程
し
た
。

税
条
例
の
一
部
を
改
正

（
要
旨
）　
地
方
税
法
及
び
航

空
機
燃
料
譲
与
税
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
及
び
地
方

税
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正

す
る
政
令
が
29
年
４
月
１
日

に
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

地
域
決
定
型
地
方
税
制
特
例

措
置
と
し
て
、
家
庭
的
保
育

事
業
、
居
宅
訪
問
型
保
育
事

業
、
事
業
所
内
保
育
事
業
に

７
月
分
を
20
％
減
額

（
要
旨
）　
28
年
度
国
民
健
康

保
険
特
別
調
整
交
付
金
の
算

出
基
礎
表
の
未
提
出
に
よ
り
、

特
別
調
整
交
付
金
を
28
年
度

に
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
た

め
、
担
当
職
員
お
よ
び
監
督

職
員
を
５
月
１
日
付
け
で
戒

告
の
懲
戒
処
分
と
し
ま
し
た
。

　
職
員
の
不
適
切
な
事
務
処

理
に
よ
り
、
職
員
お
よ
び
美

里
町
全
体
の
信
用
を
失
墜
さ

せ
る
事
態
を
招
い
た
事
か
ら
、

管
理
監
督
の
責
任
を
果
た
さ

な
か
っ
た
と
し
て
、
現
在
、

人
件
費
に
係
る
財
政
負
担
の

軽
減
を
図
る
た
め
10
％
減
額

し
て
い
る
が
、
町
長
お
よ
び

副
町
長
の
７
月
分
給
料
月
額

を
さ
ら
に
10
％
減
額
し
、
計

20
％
減
額
と
し
ま
す
。　

�

賛
成
全
員
（
可
決
）

境界変更になる青生地区

　
６
月
会
議
が
６
月
13
日
か
ら
14
日
ま
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
５
人
が
登
壇
し
12
項
目
を
質

問
、
議
案
の
審
議
で
は
条
例
改
正
や
補
正
予
算
な

ど
７
議
案
、
議
員
提
案
に
よ
る
意
見
書
１
件
を
可

決
し
ま
し
た
。

な
い
。
ま
た
、
都
市
計
画
税

は
固
定
資
産
税
の
賦
課
徴
収

に
準
用
す
る
の
で
、
適
用
さ

せ
る
。

大
崎
市
と
の
境
界
変
更

（
要
旨
）　
宮
城
県
営
土
地
改

良
事
業
、
青
生
地
区
農
地
整

備
事
業
の
施
行
に
伴
い
、
従

来
の
地
形
が
変
更
さ
れ
不
明

確
と
な
っ
た
の
で
、
整
理
後

の
区
画
に
合
わ
せ
て
変
更
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
換
地
処
分
は
30
年
８
月
両

市
町
と
も
編
入
面
積
は
１
万

５
７
３
平
方
メ
ー
ト
ル
で
同

じ
で
あ
り
ま
す
。

�

賛
成
全
員
（
可
決
）

質
疑

問　
固
定
資
産
税
の
納
付
先

と
評
価
額
は
い
つ
頃
か
ら
変

わ
る
の
か
。

答　
境
界
変
更
し
た
時
点
で

旧き
ゅ
う
あ
ざ字
で
も
自
治
体
が
変
わ
り
、

納
付
先
が
変
わ
る
。

　

評
価
に
差
が
あ
る
場
合
は

大
崎
市
と
協
議
す
る
が
、
評

価
替
え
の
時
に
し
か
変
更
は

で
き
な
い
。

みさとまち議会だより
平成29年８月１日2



特別委員会

子どもの
貧困実態調査を実施

29年度
補正予算

　

貧
困
の
連
鎖
を
断
ち
切
る

こ
と
を
目
標
に
、
貧
困
の
状

況
に
あ
る
子
ど
も
や
家
庭
の

人
数
の
所
在
を
把
握
す
る
調

査
を
行
い
、
今
後
の
施
策
に

反
映
さ
せ
る
。

問　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
助

成
金
の
内
容
は
。

答　
御
免
行
政
区
で
申
請
し

た
も
の
で
、
エ
ア
コ
ン
、
会

議
テ
ー
ブ
ル
、
椅
子
な
ど
備

品
の
購
入
を
予
定
し
て
い
る
。

問　
舗
装
維
持
修
繕
計
画
策

定
業
務
委
託
料
の
内
容
は
。

答　
一
級
、
二
級
の
町
道
43

路
線
、
10
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を

策
定
し
、
実
施
年
度
は
30
年

度
以
降
の
予
定
で
あ
る
。

問　
ス
イ
ミ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

の
ボ
イ
ラ
ー
改
修
工
事
請
負

費
の
内
容
は
。

答　
24
年
経
過
し
た
温
水
ボ

イ
ラ
ー
装
置
２
基
の
真
空
装

置
部
品
交
換
で
あ
る
。

問　
他
市
町
保
育
所
委
託
料

は
何
人
分
か
。
待
機
児
童
が

入
っ
て
い
る
か
。

答　
大
崎
市
の
３
施
設
４
人

分
で
あ
る
。
大
崎
市
か
ら
の

転
入
者
分
で
、
待
機
児
童
に

は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

問　
学
力
向
上
相
談
員
等
謝

礼
の
内
容
は
。

答　
学
力
向
上
相
談
員
、
指

導
員
お
よ
び
補
助
員
が
学
校

に
出
向
い
て
教
え
る
。
主
に
、

中
学
３
年
生
の
学
校
の
授
業

の
補
完
学
習
で
あ
る
。
相
談

員
、
指
導
員
は
、
主
要
科
目

い
ず
れ
か
の
資
格
を
持
つ
学

校
教
員
退
職
者
で
、
補
助
員

に
つ
い
て
は
、
学
生
な
ど
を

中
心
に
募
集
す
る
。

相
談
員
は
時
給
１
４
８
０
円
、

指
導
員
は
時
給
１
３
３
０
円
、

補
助
員
は
時
給
１
０
０
０
円

を
予
定
し
て
い
る
。

問　
指
定
避
難
所
備
蓄
倉
庫

一
時
移
設
業
務
委
託
料
と
は
。

答　
小
牛
田
高
等
学
園
の
敷

地
内
に
あ
る
防
災
倉
庫
が
、

体
育
館
を
解
体
、
新
築
す
る

工
事
の
関
係
に
よ
り
、
一
時

的
に
、
校
庭
西
側
に
移
設
す

る
た
め
で
、
期
間
は
31
年
３

月
ま
で
で
あ
る
。

問　
小
中
学
校
芸
術
鑑
賞
教

室
事
業
の
内
容
は
。

答　
文
化
芸
術
に
よ
る
子
供

の
育
成
事
業
、
巡
回
公
演
事

業
と
呼
ば
れ
る
。

　

10
月
２
日
に
文
化
会
館
で
、

東
京
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
の

演
奏
会
が
開
催
さ
れ
る
。
演

奏
料
は
文
化
庁
の
負
担
で
あ

る
が
、
生
徒
送
迎
用
バ
ス
借

上
料
ほ
か
に
つ
い
て
の
経
費

が
か
か
る
。

問　
い
じ
め
防
止
、
不
登
校

対
策
等
事
業
の
ス

※

ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
報
酬

と
は
。

答　
各
中
学
校
の
い
ろ
い
ろ

な
問
題
行
動
、
主
に
不
登
校

の
解
決
を
は
か
る
た
め
、
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
を
活
用
し
て
い
く
。
社

会
福
祉
士
２
名
を
配
置
す
る

予
定
で
、
事
案
に
よ
っ
て
中

学
校
に
出
向
い
て
い
く
。

一
般
会
計

（
要
旨
）　

２
９
１
２
万
円
を

追
加
し
、
総
額
を
１
０
０
億

３
７
１
９
万
円
と
し
ま
し
た
。

　
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
総

務
費
３
８
６
万
円
、
民
生
費

１
５
０
４
万
円
、
土
木
費
３

２
０
万
円
、
教
育
費
６
３
８

万
円
で
あ
り
、
歳
入
で
は
、

国
庫
支
出
金
６
７
６
万
円
、

県
支
出
金
６
７
４
万
円
、
寄

附
金
１
０
０
万
円
、
繰
入
金

１
１
２
５
万
円
追
加
し
ま
し

た
。

　
賛
成
13 

反
対
１
（
可
決
）

問　
子
ど
も
の
貧
困
実
態
の

調
査
を
行
う
時
期
、
調
査
結

果
時
期
、
結
果
に
基
づ
い
て

ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

答　
18
歳
ま
で
の
子
ど
も
が

い
る
保
護
者
並
び
に
小
中
学

校
の
児
童
、
高
等
学
校
の
生

徒
を
対
象
に
、
９
月
中
に
設

問
を
決
定
し
、
10
月
に
配

布
、
無
記
名
で
記
入
し
、
11

月
、
12
月
で
集
計
と
分
析
を

し
、
報
告
書
の
提
出
と
い
う

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ
る
。

質
疑

一時移設される防災備蓄倉庫

※�スクールソーシャルワーカー…専門の資格を持ち、関係機関と
連絡調整をとりながら、学校の問題解決などにあたる。

みさとまち議会だより
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と
の
関
わ
り
が
明
確
で
な
い

も
の
も
数
多
く
含
ま
れ
、
濫

用
さ
れ
れ
ば
思
想
の
抑
圧
、

人
権
侵
害
や
国
民
監
視
の
強

化
、
運
動
へ
の
萎
縮
効
果
を

も
た
ら
し
か
ね
な
い
危
険
性

は
何
ら
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
「
共
謀
罪
」
の
摘

発
を
名
目
と
す
る
監
視
や
会

話
の
通
信
傍
受
な
ど
、
極
め

て
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
捜
査

権
限
が
濫
用
さ
れ
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。「
共
謀
罪
」
は

謀
議
に
加
わ
る
だ
け
で
処
罰

で
き
る
、
す
な
わ
ち
個
人
の

内
心
や
思
想
そ
の
も
の
を
処

罰
対
象
に
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
、
実
際
の
行
為
や
結
果

が
生
じ
な
け
れ
ば
罪
に
は
問

わ
れ
な
い
現
行
刑
法
の
基
本

原
則
に
反
し
て
い
ま
す
。

（
要
旨
）　
安
倍
政
権
は
、
過

去
に
廃
案
と
な
っ
た
「
共
謀

罪
」
創
設
と
同
趣
旨
の
法

案
、
名
称
を
「
テ
ロ
等
組
織

犯
罪
準
備
罪
」
と
改
め
国
会

に
提
出
し
ま
し
た
。
適
用
対

象
や
構
成
要
件
な
ど
を
変
更

し
対
象
犯
罪
数
を
減
ら
し
た

と
説
明
す
る
が
、
対
象
と
な

る
「
組
織
的
犯
罪
集
団
」
の

定
義
は
曖
昧
で
拡
大
解
釈
が

可
能
な
上
、
そ
れ
に
当
た
る

か
ど
う
か
は
捜
査
当
局
の
判

断
に
委
ね
ら
れ
ま
す
。
構
成

要
件
に
「
準
備
行
為
」
を
加

え
る
点
に
関
し
て
も
、
そ
の

具
体
的
な
内
容
は
不
明
確
で

あ
り
、
２
７
７
の
適
用
対
象

犯
罪
に
は
文
化
財
保
護
法
や

著
作
権
法
、
廃
棄
物
処
理
法
、

競
馬
法
、
森
林
法
な
ど
テ
ロ

　

１
０
０
人
を
超
す
刑
法
研

究
者
や
多
く
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
が
法
案
反
対
声
明
を
出

す
な
ど
批
判
は
広
が
っ
て
い

ま
す
。

  
政
府
に
対
し
「
共
謀
罪
」

の
趣
旨
を
含
む
「
テ
ロ
等
組

織
犯
罪
準
備
罪
」
を
新
設
す

る
法
案
は
直
ち
に
撤
回
し
、

「
共
謀
罪
」
を
創
設
し
な
い

こ
と
を
強
く
求
め
ま
す
。

国へ提出しました

意 見 書

■
提
出
先

　

参
議
院
議
長

　

内
閣
総
理
大
臣

　

内
閣
官
房
長
官

　

法
務
大
臣

「
共
謀
罪
」と
同
趣
旨
の

「
テ
ロ
等
組
織
犯
罪
準
備
罪
」

�

創
設
に
反
対
す
る
意
見
書

（
６
月
14
日
）
提
出
者　

我
　
妻
　
　
　
薫　

　
賛
成
10
反
対
４︵
可
決
︶

※すべての議案の賛否一覧は美里町公式ホームページに掲載しています。

意見が分かれた議案の賛否一覧
○は賛成、×は反対、欠は欠席を表しています。議長は表決に加わりません。　

議

案

番

号

　議員氏名　

　議案名

千

葉

一

男

福

田

淑

子

藤

田

洋

一

柳

田

政

喜

櫻

井

功

紀

大　

橋　

昭
太
郎

我　

妻　
　
　

薫

鈴

木

宏

通

橋

本

四

郎

吉

田

二

郎

山

岸

三

男

佐

野

善

弘

前

原

吉

宏

平

吹

俊

雄

吉

田

眞

悦

賛

成

反

対

審

議

結

果

議案第６号 平成29年度美里町一般会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ − 13 1 可決

議発第１号「共謀罪」と同趣旨の「テロ等組織犯罪準備罪」創設に反対する意見書 ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ − 10 4 可決

■平成29年６月会議

人
権
擁
護
委
員

�

の
推
薦

　

町
長
が
議
会
の
意
見

を
聞
い
て
法
務
大
臣
に

推
薦
し
ま
す
。

　

任
期
は
平
成
29
年
10

月
か
ら
３
年
間
で
す
。

佐さ

さ

き
々
木　
勝か

つ
も
と基　

氏

�

（
平
針
３
区
）

みさとまち議会だより
平成29年８月１日4



５月会議
中学校に
防犯カメラ設置

補正予算

一
般
会
計

（
要
旨
）　
中
学
校
管
理
費
に

中
学
校
防
犯
灯
設
置
工
事
請

負
費
２
０
０
万
円
、
中
学
校

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
工
事
請
負

費
２
５
０
万
円
、
小
牛
田
中

学
校
屋
内
消
火
栓
設
備
更
新

工
事
請
負
費
３
２
０
万
円
を

追
加
し
、
総
額
１
０
０
億
８

０
７
万
円
と
し
ま
し
た
。

　
４
月
23
日
未
明
に
発
生
し

た
小
牛
田
中
学
校
の
不
審
火

を
受
け
安
全
対
策
と
し
て
、

小
牛
田
中
学
校
と
南
郷
中
学

校
に
防
犯
灯
を
増
設
、
全
て

の
中
学
校
に
防
犯
カ
メ
ラ
を

設
置
し
ま
す
。　

　
ま
た
、
遠
田
消
防
署
の
指

導
に
よ
り
、
小
牛
田
中
学
校

の
消
火
栓
ポ
ン
プ
な
ど
を
更

新
し
ま
す
。

�

賛
成
全
員
（
可
決
）

問　
各
中
学
校
に
何
台
の
カ

メ
ラ
を
設
置
す
る
の
か
。

答　
４
台
ず
つ
設
置
す
る
。

問　
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問
題

も
あ
る
、
ど
の
よ
う
な
運
用

基
準
な
の
か
。

答　
基
本
モ
ニ
タ
ー
で
観
察

し
外
部
侵
入
者
な
ど
の
異
常

に
す
ぐ
対
応
し
た
い
。
映
像

デ
ー
タ
は
教
育
委
員
会
で
管

理
す
る
。
そ
の
た
め
の
規
則

を
運
用
前
に
制
定
す
る
。

問　
生
徒
に
対
す
る
監
視
に

当
た
ら
な
い
か
。

答　
生
徒
を
監
視
す
る
た
め

で
な
く
、
防
犯
を
目
的
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
夜
間
も
赤

外
線
カ
メ
ラ
で
映
像
を
残
す
。

一般会計予算に770万円追加

質
疑

５
月
会
議
が
５
月
25
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
３
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

南郷中学校

小牛田中学校 不動堂中学校
みさとまち議会だより
平成29年８月１日 5



議案審議の採決のようす（６月14日）

　

６
月
13
日
と
14
日
に
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
５
人
の
議
員
が
、
教
育
行
政
や
水
道
事
業
、

ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
12
項
目
に
わ
た
り
町
の
方
針
を

問
い
た
だ
し
ま
し
た
。

　
６
月
会
議
の
傍
聴
者
は
45
人
で
し
た
。

　
次
回
の
一
般
質
問
は
９
月
５
日
に
行
わ
れ
ま
す
。

一般質問
町政を問う町政を問う 議員が行財政全般について執行機関に

疑問点や方針を問うものです

山
岸　
三
男　
…
…
…
…
7

福
田　
淑
子　
…
…
…
…
８

橋
本　
四
郎　
…
…
…
…
９

①
世
界
農
業
遺
産
登
録
認
定
の

有
利
な
点
は

①
麻ま

疹し
ん

予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ

の
助
成
を

②「
教
育
勅ち

ょ
く

語ご

」道
徳
で
使
う
の

か
③
幼
稚
園
給
食
の
地
産
地
消
を

高
め
よ

①
予
算
の
効
率
的
な
運
用
は

②
町
民
と
の
協
働
で
ま
ち
づ
く

り
を

我
妻　
　
薫　
…
…
…
…
10

大
橋
昭
太
郎　
…
…
…
…
11

①
水
道
事
業
は
利
潤
追
求
で
は

な
い

②
欠
員
の
穴
埋
め
採
用
で
は

①
高
齢
者
の
運
転
免
許
証
返
納

支
援
は

②
ふ
る
さ
と
納
税
へ
の
取
り
組

み
は

一
般
質
問
あ
れ
こ
れ　
…
12

　
各
議
員
の
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
で
き
な
か
っ
た
質
問
を
抜
粋
し
ま
す
。

みさとまち議会だより
平成29年８月１日6



一般質問

町
長　
大
崎
地
域
は
鳴
子
ダ

ム
を
含
め
た
土
木
の
認
定
と

岩
出
山
の
内
川
も
、
か

※

ん
が

い
施
設
と
し
て
認
定
を
受
け

て
い
る
。

　

生
物
多
様
性
の
部
分
で
ラ

ム
サ
ー
ル
条
約
に
登
録
さ
れ

て
い
る
蕪
栗
沼
な
ど
も
あ
り
、

こ
れ
ら
全
体
的
な
土
地
利
用

を
継
承
し
て
い
く
こ
と
に
な

る
。

含
め
た
部
分
で
の
水
管
理
シ

ス
テ
ム
、
そ
の
部
分
が
高
く

評
価
さ
れ
認
定
さ
れ
た
も
の

と
考
え
て
い
る
。

　

伝
統
的
な
も
の
と
い
う
こ

と
だ
け
で
は
な
く
従
来
も

あ
っ
た
形
で
の
適
正
な
管
理

を
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

問　
「
遺
産
価
値
を
証
明
す

る
土
地
利
用
が
あ
る
こ
と
」

に
つ
い
て
は
。

認
定
申
請
が
８
月
中
を
目
途

に
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　

申
請
受
理
後
、
認
定
機
関

で
あ
る
Ｆ

※

Ａ
Ｏ
は
12
カ
月
以

内
に
認
定
の
可
否
を
決
定
す

る
と
し
て
い
る
。
明
確
な
時

期
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

問　
農
業
遺
産
選
定
基
準
の

項
目
に
「
伝
統
的
な
農
法
が

継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
」
と

あ
る
が
、
田
植
え
、
稲
刈
り

な
ど
は
近
代
化
が
進
み
機
械

化
に
な
っ
て
い
る
。

　
伝
統
的
農
法
の
継
承
と
は

全
く
基
準
に
合
致
し
て
い
な

い
が
。

町
長　
大
崎
地
域
で
日
本
農

業
遺
産
に
申
請
し
た
部
分
は

特
に
「
巧
み
な
水
管
理
」
と

い
う
こ
と
で
、
長
年
に
わ
た

る
洪
水
や
渇
水
、
鳴
瀬
川
と

江
合
川
に
挟
ま
れ
た
地
域
で
、

た
め
池
な
ど
多
様
な
生
物
も

時
点
で
は
８
地
域
が
認
定
さ

れ
て
い
る
。

問　
国
内
で
は
認
定
申
請
し

て
い
る
地
域
は
何
地
域
か
。

町
長　
農
林
水
産
省
か
ら
認

定
申
請
の
承
認
さ
れ
た
地
域

は
３
地
域
で
あ
る
。

問　
世
界
農
業
遺
産
申
請
承

認
さ
れ
た
地
域
は
ど
こ
か
。

町
長　
大
崎
地
域
の
「
大
崎

耕
土
の
巧
み
な
水
管
理
に
よ

る
水
田
農
業
シ
ス
テ
ム
」
と

静
岡
県
の
「
静
岡
水
わ
さ
び

の
伝
統
栽
培（
発
祥
の
地
が

伝
え
る
人
と
わ
さ
び
の
歴

史
）」、
徳
島
県
「
に
し
阿
波

の
傾
斜
地
農
耕
シ
ス
テ
ム
」

の
３
地
域
で
あ
る
。

問　
認
定
承
認
可
否
の
発
表

は
い
つ
ご
ろ
に
な
る
の
か
。

町
長　
農
林
水
産
省
に
よ
る

問　
認
定
さ
れ
る
こ
と
で
新

た
な
開
発
や
造
成
な
ど
に
規

制
や
制
約
が
か
か
る
こ
と
は

あ
る
の
か
。

町
長　
後
年
に
お
け
る
農
業

の
近
代
化
、
地
域
の
開
発
や

造
成
を
阻
害
す
る
も
の
で
は

な
く
、
規
制
や
制
約
は
な
い
。

問　
認
定
が
解
除
さ
れ
る
時

は
ど
の
よ
う
な
場
合
か
。

町
長　
認
定
さ
れ
た
地
域
で

そ
の
農
業
遺
産
資
源
を
継
承

す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ

る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　

認
定
解
除
と
い
う
事
態
は

想
定
し
て
な
い
。
解
除
を
前

提
と
し
た
規
制
も
な
い
。

問　
世
界
農
業
遺
産
と
し
て

世
界
16
カ
国
37
地
域
が
認
定

さ
れ
て
い
る
。
日
本
で
は
何

地
域
が
認
定
さ
れ
て
い
る
か
。

町
長　
日
本
で
は
28
年
12
月

登録認定が期待される大崎耕土

〈
町
長
〉認
定
さ
れ
た
地
域
の
生
産
物
と
注
目
さ
れ
る

世
界
農
業
遺
産
登
録
認
定
の
有
利
な
点
は

山　岸　三　男

※
Ｆ
Ａ
Ｏ
…
国
際
連
合
食
糧
農
業
機
関

※かんがい（灌漑）…用水の管理みさとまち議会だより
平成29年８月１日 7



一般質問

問　
子
育
て
に
お
金
が
か
か

る
年
齢
で
あ
る
。
自
己
責
任

を
問
わ
れ
る
も
の
で
は
な
く

感
染
症
は
防
ぎ
よ
う
が
な
い
。

検
討
の
余
地
は
。

町
長　
自
分
な
り
の
管
理
の

中
で
対
応
し
て
ほ
し
い
と
考

え
る
が
、
検
討
す
る
。

問　

昨
年
の
夏
と
今
年
に

入
っ
て
か
ら
集
団
感
染
し
て

い
る
。
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、

患
者
数
が
多
か
っ
た
の
は
20

～
30
歳
代
で
あ
る
。
今
年
４

月
現
在
で
27
歳
～
44
歳
６
カ

月
未
満
の
人
は
、
当
時
の
国

の
方
針
で
１
回
し
か
定
期
接

種
を
受
け
て
い
な
い
。
１
歳

児
以
上
で
２
回
の
接
種
を
受

け
る
こ
と
が
予
防
に
な
る
。

「
は
し
か
」
は
昔
か
ら
怖
い

病
気
と
言
わ
れ
て
い
る
。
予

防
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
助
成

を
す
べ
き
で
あ
る
。

町
長　
大
人
の
責
任
と
し
て

自
己
管
理
す
べ
き
で
あ
る
。

　

定
期
接
種
対
象
年
齢
以
外

の
公
費
助
成
は
考
え
て
い
な

い
。

問　
「
教
育
勅
語
」
は
明
治

天
皇
が
「※

臣し
ん

民み
ん

」
に
下
し
た

教
育
の
指
導
原
理
と
し
て
発

表
さ
れ
た
が
、
衆
参
両
院
で

排
除
、
失
効
を
決
議
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
今
年
３
月
31
日

「
憲
法
や
教
育
基
本
法
な
ど

に
反
し
な
い
よ
う
な
形
で
教

材
と
し
て
用
い
る
こ
と
は
否

定
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
い
」

と
す
る
答
弁
書
を
閣
議
決
定

し
た
。
ま
た
、
授
業
で
使
う

場
合
、
学
校
設
置
者
や
教
育

委
員
会
に
お
い
て
判
断
さ
れ

る
べ
き
も
の
と
あ
る
が
。

教
育
委
員
長　
授
業
の
教
材

と
し
て
使
用
す
る
考
え
は
な

い
。

問　
開
始
時
期
と
業
者
は
。

教
育
委
員
長　
８
月
下
旬
か

ら
実
施
し
、
業
者
は
大
崎
市

デ
リ
カ
シ
ョ
ッ
プ
向ひ

ま
わ
り

日
葵
で

あ
る
。

問　
小
中
学
校
の
食
材
は
町

内
産
が
40
％
を
超
え
て
い
る
。

　
初
め
て
小
牛
田
地
域
幼
稚

園
給
食
が
始
ま
る
か
ら
こ
そ
、

努
力
目
標
で
は
な
く
、
き
ち

ん
と
謳う

た
わ
な
い
と
実
現
で
き

な
い
の
で
は
。

教
育
委
員
長　
要
望
は
し
て

い
る
。
２
年
目
以
降
は
具
体

的
な
数
値
を
示
し
て
い
く
。 小牛田地域の幼稚園で給食が始まります

〈教育委員長〉要望はしている

幼稚園給食の地産地消を高めよ

〈
教
育
委
員
長
〉教
材
で
使
う
考
え
は
な
い

「
教
育
勅ち

ょ
く語ご

」道
徳
で
使
う
の
か

〈
町
長
〉自
己
管
理
と
考
え
る
が
検
討
す
る

麻※
ま
し
ん疹
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
助
成
を

福　田　淑　子

平成30年度から使用される「道徳」の本

※
麻
疹
…�

「
は
し
か
」急
性
熱
性
発
疹
症
の
重
症

な
感
染
症

※�臣民…旧憲法下の日本国民 みさとまち議会だより
平成29年８月１日8



一般質問

合併時のまちづくり計画

て
も
ら
い
な
が
ら
慎
重
に
進

め
る
の
が
良
い
と
考
え
て
い

る
。

問　
町
民
の
意
識
を
上
げ
る

と
言
い
な
が
ら
基
本
条
例
を

理
解
す
る
努
力
は
。

町
長　
共
通
理
解
の
も
と
に

こ
れ
を
進
め
て
い
く
。

問　
町
民
の
行
政
へ
の
協
働

は
。

町
長　
町
民
に
理
解
し
て
も

ら
え
る
よ
う
努
力
を
す
る
。

問　
施
政
方
針
に
は
町
民
と

の
協
働
を
進
め
る
と
書
き
な

が
ら
、
な
ぜ
実
行
し
な
い
。

町
長　
町
民
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
勉
強
し
な
が
ら
、
町
の

憲
法
を
つ
く
り
た
い
。

問　
町
長
は
条
例
を
作
る
事

に
賛
成
だ
と
言
い
な
が
ら

「
ま
ち
づ
く
り
会
議
」で
作
っ

た
条
例
文
の
ど
こ
が
問
題
だ

と
言
う
の
か
。

町
長　
大
き
な
命
題
で
も
あ

る
の
で
、
町
民
に
理
解
を
し

問　
町
の
事
業
に
は
町
民
の

協
力
が
必
要
だ
が
、
自
治
基

本
条
例
の
制
定
を
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。

町
長　
制
定
に
は
多
く
の
町

民
の
理
解
が
必
要
だ
が
、
現

段
階
で
は
時
期
が
早
い
。

〈町長〉町民の理解に努力をする

町民との協働でまちづくりを

橋　本　四　郎

ヨークベニマル南のバス停留所

町
長　
正
確
に
は
判
ら
な
い

が
20
万
円
程
度
と
思
う
。

問　
町
長
は
「
金
が
無
く
て

待
合
所
が
作
れ
な
い
」
と

言
っ
て
い
た
が
、
活
性
化
施

設
の
設
計
に
１
７
０
０
万
円

も
使
い
な
が
ら
20
万
円
程
度

の
待
合
所
が
作
れ
な
い
と
は
。

町
長　
予
算
の
使
い
方
は
検

討
し
て
お
り
、
町
の
将
来
構

想
を
考
え
て
、
統
合
中
学
校

の
対
策
が
必
要
と
考
え
、
財

政
健
全
化
計
画
を
立
て
な
が

ら
進
め
て
い
る
。

問　
町
民
の
福
祉
を
図
る
の

が
行
政
の
使
命
だ
が
、
果
た

し
て
い
る
と
思
う
か
。

町
長　
役
割
を
果
た
し
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
。

問　
住
む
人
が
快
適
に
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
す
る

の
が
町
の
責
任
だ
が
。

町
長　
現
状
を
見
て
早
く
対

応
す
る
。

問　
バ
ス
停
留
所
待
合
所
の

上
屋
根
整
備
費
は
ど
の
程
度

と
考
え
て
い
る
か
。

〈町長〉使い方は検討している

予算の効率的な運用は

みさとまち議会だより
平成29年８月１日 9



一般質問

さらなる非常勤職員の待遇改善を

欠
員
の
穴
埋
め
採
用
で
は

〈
町
長
〉総
務
省
の
情
報
な
ど
得
て
考
え
る

問　
国
は
「
今
後
調
査
し
確

認
さ
れ
た
ら
指
導
す
る
」
と

一
歩
踏
み
出
し
た
が
、
一
方

で
交
付
税
の
算
定
を
含
め
定

員
削
減
を
進
め
て
い
る
。
国

に
対
し
財
政
の
締
め
付
け
で

は
な
く
地
方
財
政
を
確
立
す

る
よ
う
主
張
す
べ
き
。

町
長　
議
論
さ
れ
た
こ
と
を

し
っ
か
り
要
望
し
て
い
く
。

町
長　
欠
員
が
生
じ
た
場
合

の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
総
務

省
令
の
情
報
な
ど
を
得
て
今

後
考
え
て
い
き
た
い
。

問　
現
在
、
常
勤
の
職
員
と

同
様
の
業
務
を
行
っ
て
い
る

職
員
が
い
る
と
考
え
る
か
。

町
長　
い
る
と
考
え
る
。

問　
地
方
公
務
員
法
及
び
地

方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
が
成
立
し
、
会
計
年

度
任
用
職
員
が
新
た
に
規
定

さ
れ
た
が
ど
う
か
。

町
長　
一
般
職
の
非
常
勤
職

員
の
任
用
な
ど
で
、
採
用
方

法
や
任
期
な
ど
を
明
確
に
す

る
た
め
新
た
に
設
け
ら
れ
た
。

問　
こ
れ
ま
で
は
一
般
職
の

非
常
勤
は
何
に
基
づ
い
て
任

用
さ
れ
て
き
た
の
か
。

町
長　
地
方
公
務
員
法
の
第

17
条
に
よ
る
。

問　
臨
時
的
任
用
は
「
常
時

勤
務
を
要
す
る
職
に
欠
員
を

生
じ
た
場
合
に
お
い
て
」
と

新
た
に
挿
入
さ
れ
た
。
こ
れ

ま
で
定
数
職
員
で
は
足
り
ず

穴
埋
め
す
る
形
で
非
常
勤
職

員
を
採
用
し
て
き
た
経
緯
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

問　
水
道
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
案
が
国
会
に
提
出

さ
れ
た
が
内
容
は
。

町
長　
官
民
連
携
の
推
進
で
、

水
道
施
設
に
関
す
る
公
共
施

設
な
ど
運
営
権
を
民
間
事
業

者
に
設
定
で
き
る
仕
組
み
が

導
入
さ
れ
る
。

問　
今
ま
で
の
民
間
委
託
と

は
違
い
、
も
っ
と
進
ん
で
、

投
資
対
象
に
な
っ
て
い
る
と

思
う
が
。

町
長　
親
会
社
あ
る
い
は
金

融
機
関
か
ら
の
融
資
を
受
け

て
設
備
投
資
な
ど
が
で
き
る

こ
と
に
な
る
。

問　
宮
城
県
も
上
工
下
水
３

事
業
一
体
に
よ
る
コ

※

ン
セ
ッ

シ
ョ
ン
を
活
用
し
た
宮
城
型

管
理
運
営
方
式
を
進
め
よ
う

と
し
て
い
る
が
。

町
長　
29
年
１
月
24
日
、
県

企
業
局
職
員
が
来
庁
し
、
概

要
説
明
を
受
け
た
。

問　
水
道
事
業
は
憲
法
第
25

条
の
生
存
権
を
根
拠
と
す
る

事
業
で
、
企
業
の
利
潤
追
求

を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な

い
と
思
う
が
。

町
長　
水
道
事
業
は
公
営
が

原
則
と
認
識
し
て
い
る
。

飲料水は生存権そのもの

我　妻　　　薫
〈町長〉公営が原則と認識している

水道事業は利潤追及ではない

※�

コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
…
国
や
地
方
自
治
体
が
公

共
施
設
を
所
有
し
た
ま
ま
、
運
営
す
る
権
利

を
民
間
事
業
者
に
与
え
る
し
く
み
。

みさとまち議会だより
平成29年８月１日10



一般質問

は
、
27
年
度
分
は
８
２
９
万

１
５
０
０
円
、
28
年
度
分
は

１
６
９
６
万
２
３
５
１
円
で

あ
る
。

問
　
ふ
る
さ
と
納
税
が
交
付

税
に
及
ぼ
す
影
響
は
ど
う
か
。

町
長　
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ

る
寄
附
を
受
け
た
場
合
は
、

普
通
交
付
税
が
減
少
す
る
こ

と
な
く
寄
附
金
全
額
が
収
入

増
と
な
る
。

　

町
民
の
方
が
他
地
方
公
共

団
体
に
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ

る
寄
附
を
行
っ
た
場
合
は
、

本
町
の
住
民
税
は
減
収
す
る
。

普
通
交
付
税
は
基
準
財
政
収

入
額
が
減
収
す
る
た
め
、
減

収
分
の
75
％
相
当
額
が
補
塡

さ
れ
る
。

問
　
他
自
治
体
に
は
返
礼
品

を
や
め
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ

る
。
本
町
に
お
い
て
も
、
ふ

る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
を
や

め
て
、
本
当
に
純
粋
な
寄
附

を
募
る
方
策
を
考
え
て
は
ど

う
か
。

町
長　
返
礼
品
を
返
す
の
は

お
礼
の
気
持
ち
で
返
す
わ
け

で
あ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
ふ

る
さ
と
納
税
を
し
て
く
だ
さ

い
と
い
う
意
味
合
い
の
も
の

で
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
。 総務省ホームページより

〈町長〉寄附額が増えるよう　
積極的に取り組む

ふるさと納税への取り組みは
問
　
27
年
度
、
28
年
度
に
お

け
る
町
へ
の
寄
附
額
と
町
内

よ
り
他
自
治
体
へ
の
寄
附
額

は
い
く
ら
か
。

町
長　

本
町
へ
の
寄
附
額

は
、
27
年
度
は
23
万
円
、
28

年
度
は
１
０
４
５
万
円
で
あ

る
。
町
民
の
方
が
他
の
地
方

公
共
団
体
へ
寄
附
し
た
金
額

生活にかかせないデマンドタクシー

７
０
９
８
件
の
う
ち
、
町
立

南
郷
病
院
が
２
５
１
０
件
、

自
宅
が
２
５
０
５
件
で
あ
る
。

問
　
免
許
証
返
納
者
に
か
か

わ
ら
ず
、
高
齢
者
の
移
動
手

段
確
保
に
向
け
た
支
援
が
必

要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

町
長　
高
齢
者
の
移
動
手
段

の
確
保
の
み
な
ら
ず
、
安
全

確
保
の
面
か
ら
も
支
援
は
重

要
な
こ
と
と
認
識
し
て
い
る
。

　

将
来
的
に
は
、
一
定
年
齢

以
上
の
高
齢
者
に
対
し
て
も

支
援
制
度
の
拡
充
を
検
討
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

問
　
高
齢
者
が
運
転
免
許
証

を
自
主
返
納
す
る
傾
向
が
増

加
し
て
い
る
。
他
自
治
体
に

お
い
て
は
支
援
制
度
を
設
け

て
推
進
し
て
い
る
が
、
本
町

で
は
ど
う
か
。

町
長　
住
民
バ
ス
及
び
デ
マ

ン
ド
タ
ク
シ
ー
に
お
い
て
来

年
度
の
実
施
に
向
け
、
現
在

検
討
し
て
い
る
。

問
　
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の

現
在
の
利
用
状
況
は
ど
う
か
。

町
長　
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

は
南
郷
地
域
だ
け
の
運
行
で

あ
る
。

　

28
年
度
は
発
着
地
合
計

〈町長〉来年度の実施に向けて検討中
大　橋　昭太郎

高齢者の運転免許証返納支援は

みさとまち議会だより
平成29年８月１日 11



汚
染
廃
棄
物
の
処
理
を
行
う

た
め
に
は
、
万
全
の
安
全
対

策
と
十
分
な
監
視
体
制
の
中

で
試
験
焼
却
す
る
こ
と
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。

　

し
か
し
、
実
施
す
る
に
は

住
民
の
方
々
の
ご
理
解
が
必

要
で
あ
り
、
県
内
市
町
村
の

動
向
や
処
理
方
針
を
踏
ま
え

て
、
町
の
処
理
方
針
を
決
定

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

大
橋
　
昭
太
郎

次
期
学
習
指
導
要
領
へ
の

移
行
措
置
に
つ
い
て

問　

ど
の
よ
う
に
変
わ
り
、

ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
。

教
育
委
員
長　
改
訂
に
は
現

行
の
枠
組
み
や
内
容
を
維
持

し
た
上
で
、
知
識
の
理
解
の

質
を
さ
ら
に
高
め
、
確
か
な

学
力
を
育
成
す
る
基
本
的
な

考
え
方
が
あ
る
。
移
行
に
よ

り
内
容
が
変
わ
れ
ば
、
学
習

す
る
量
が
多
く
な
り
、
授
業

時
数
も
多
く
な
る
も
の
と
認

識
し
て
い
る
。
文
部
科
学
省

の
情
報
を
収
集
し
、
必
要
な

準
備
を
行
っ
て
い
く
考
え
で

あ
る
。

福
田
　
淑
子

放
射
能
汚
染
廃
棄
物
処
理

に
つ
い
て

問　
焼
却
に
は
反
対
の
声
が

多
く
、
こ
れ
以
上
、
放
射
性

物
質
を
拡
散
さ
せ
な
い
こ
と
、

放
射
能
汚
染
か
ら
住
民
の
生

命
と
健
康
を
守
る
こ
と
、
基

幹
産
業
の
農
作
物
を
守
る
こ

と
が
町
の
役
割
だ
と
考
え
る

が
、
改
め
て
、
焼
却
に
つ
い

て
の
考
え
を
伺
う
。

町
長　
汚
染
廃
棄
物
を
保
管

し
て
６
年
以
上
が
経
過
し
て

お
り
、
一
時
保
管
を
強
い
ら

れ
て
い
る
農
家
の
方
々
の
負

担
を
取
り
除
き
一
日
も
早
い

一般質問一般質問
あ
れこ
れ

●
自
分
が
住
ん
で
い
る
町
で
行
わ
れ
て
い
る
事
を
知
れ

る
の
で
、
い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。�

（
26
歳
）

●
住
ん
で
い
る
町
が
、
今
ど
の
よ
う
な
話
し
合
い
な
ど

を
し
て
い
る
の
か
、
地
域
の
事
に
つ
い
て
知
れ
る
の

で
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。　�

　（
24
歳
）

●
美
里
町
で
行
わ
れ
て
い
る
事
を
詳
し
く
知
る
こ
と
が

出
来
る
た
め
、
い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

�

（
56
歳
）

●
ぎ
か
い
だ
よ
り
い
つ
も
よ
ん
で
い
ま
す
。
ク
イ
ズ
で

あ
た
ま
の
た
い
そ
う
し
て
い
ま
す
。　�

　（
95
歳
）

●
質
疑
の
内
容
・
答
等
と
て
も
興
味
を
も
っ
て
拝
見
し

て
い
ま
す
。
人
口
減
少
が
続
き
、
学
校
の
統
合
等
も

身
近
な
問
題
な
の
で
深
刻
に
受
け
と
め
て
い
ま
す
。

�

　（
73
歳
）

●
議
員
の
皆
様
ご
苦
労
様
で
す
。
町
民
が
安
心
し
て
暮

せ
る
よ
う
に
努
力
し
て
頂
き
ま
す
様
願
っ
て
お
り
ま

す
。�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
68
歳
）

●
い
つ
も
私
達
住
民
の
た
め
御
苦
労
様
で
す
。�

（
74
歳
）

●
議
会
広
報
「
特
選
」
同
じ
町
民
と
し
て
、
う
れ
し
い

で
す
。
係
り
の
方
々
、
ご
苦
労
様
で
し
た
。�

　
議
会
だ
よ
り
の
ク
イ
ズ
に
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

ハ
ガ
キ
や
メ
ー
ル
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
一
部
ご
紹
介

し
ま
す
。

声声
みなさんのみなさんの

　

陳
情
書
な
ど
２
件
は
６
月
会
議

で
全
議
員
に
配
付
し
ま
し
た
。

※陳情書とは、紹介議員のある請願書以外のものをいいます。

陳
情
書
等
一
覧

件　名 提 出 者 受　付

日本政府に核兵器禁止条約のため行
動を求める意見書提出のお願い

2017年原水爆禁止国民平和大行
進宮城県実行委員会
　代表委員　青木　正芳

29年５月21日

就学援助の拡充と運用の見直しを求
める陳情書

民主教育をすすめる宮城の会
　代表　太田　直道 29年５月31日

みさとまち議会だより
平成29年８月１日12



27年３月議会の予算審査で意見を付した「その後」を報告します。

漏水箇所の修繕に努め、有収率向上を図られたい

　水道管の総延長は213kmで、給水人口は小牛田地域19,116人、南郷地域
5,862人です。
　また、有収率は27年度で、小牛田地域75.4%、南郷地域90.8%であり、小牛
田地域の有収率が低いのは、現在も石綿セメント管が埋設されているからです。
　25年度に、継続的な漏水調査の実施により着実に有収率は向上していますが、
漏水は、高い費用や労力、時間をかけて浄水した水を使用することなく消費し、
非常に無駄な事であり、漏水箇所の修繕に努め、有収率向上を図られるよう求め
ました。

どうなった

老朽管の布設替工事

石綿セメント管の整備で有収率、
27年度は26年度比3.9%上昇

　石綿セメント管の更新は、南郷地域
はすでに完了していますが、小牛田地
域は27年度末現在で、12,584m残っ
ています。
　漏水防止と耐震化を進めながら、
29年度から38年度までの10年間で、
毎年度約1億7,000万円の事業規模で
整備完了に向け計画。

みさとまち議会だより
平成29年８月１日 13



　

小
牛
田
地
区
婦
人
会（
会
員
75
名
）は
年
間
活
動

「
み
っ
ぺ
し
講
座
」（
聴
い
て
、見
て
、観
て
、や
っ

て
、
歌
っ
て
、
作
っ
て
、
行
っ
て
）を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。
毎
年
６
月
は
「
議
会
傍
聴
に
行
っ
て

み
っ
ぺ
し
」
で
今
年
も
13
日
、
会
員
27
名
参
加
の

下
、
議
会
傍
聴
を
実
施
致
し
ま
し
た
。

　

議
会
開
始
冒
頭
、
議
長
さ
ん
か
ら
「
美
里
町
議

会
始
ま
っ
て
以
来
、
傍
聴
席
が
満
席
に
な
っ
て
い

ま
す
」
の
言
葉
、
有
り
難
く
思
い
ま
し
た
。

　

13
日
午
前
は
一
般
質
問
。
２
議
員
さ
ん
の
質
問

と
執
行
部
の
答
弁
で
議
会
進
行
で
し
た
が
、
議
長

さ
ん
の
気
配
り
が
傍
聴
し
て
い
た
私
た
ち
に
伝
わ

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
ま
で
は
「
暫
時
休
憩
○
分
」
が
何

度
も
あ
り
辟へ

き

易え
き

し
ま
し
た
が
、
今
会
議
は
質
問
さ

れ
た
議
員
さ
ん
、
答
弁
さ
れ
る
町
長
さ
ん
、
担
当

職
の
方
も
き
ち
ん
と
分
か
り
易
く
説
明
さ
れ
「
暫

時
休
憩
」
も
１
回
５
分
の
み
で
し
た
。

　

会
員
さ
ん
の
感
想
は
「
今
日
の
議
会
傍
聴
は
と

て
も
よ
か
っ
た
」「
勉
強
に
な
り
ま
し
た
」
と
の
声
。

　

小
牛
田
地
区
婦
人
会
は
、
こ
れ
か
ら
も
「
議
会

傍
聴
に
行
っ
て
み
っ
ぺ
し
」
を
続
け
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
私
た
ち
は
町
議
会
が
『
町
民
の
幸
せ

を
希
求
し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
』
に

お
力
を
発
揮
さ
れ
ま
す
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　５月17日、災害時相互応援協定を締結
している会津美里町の議会議員が当町を訪
れ、町内の視察や、議会運営についての意
見交換会を行いました。両町は災害時だけ
ではなく、日ごろから、行政・観光事業関
係者の交流を続けています。お互いの議会
を訪問して、議員間の交流も深めています。

　６月30日、三川町の議会議員が視察研
修のため当町を訪れました。議会運営と議
会広報について、とても熱心に研修をして、
活発な質問がたくさんありました。
　お帰りには南郷地域へも足を運んで頂き
ました。

山形県三川町議会 福島県会津美里町議会

ようこそ 美里町へ

議
会
傍
聴
記

小
牛
田
地
区
婦
人
会
会
長
　
鑑か

が
み

　
　
清き

よ

　
枝え

みさとまち議会だより
平成29年８月１日14



ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー

自
治
会
長
を
退
任
し
て

伊い

藤と
う　
毅た
け
し

私
に
と
っ
て
の

介
護
の
仕
事遠え

ん
藤ど
う　

解と
く
江え

　

私
が
介
護
の
仕
事
を
始
め
た
の
は

父
の
介
護
を
す
る
た
め
に
役
立
て
よ

う
と
ヘ
ル
パ
ー
の
資
格
を
取
得
し
、

せ
っ
か
く
取
得
し
た
の
だ
か
ら
仕
事

に
し
て
み
よ
う
と
い
う
軽
い
気
持
ち

か
ら
で
し
た
。

　

し
か
し
、
介
護
の
仕
事
は
軽
く
考

え
る
よ
う
な
仕
事
で
は
な
く
、
精
神

的
、
肉
体
的
に
重
労
働
で
あ
り
、
本

当
に
こ
れ
で
い
い
の
か
と
悩
む
こ
と

や
、
や
り
た
い
仕
事
で
は
な
か
っ
た

の
だ
か
ら
も
う
辞
め
よ
う
と
考
え
た

こ
と
が
何
度
も
あ
り
ま
し
た
。 

　

で
も
、
そ
の
都
度
一
緒
に
働
い
て

　

私
は
牛
飼
２
区
お
く
ら
ば
自
治
会

の
平
成
23
年
３
月
の
総
会
で
会
長
に

選
任
さ
れ
た
が
、
同
時
期
に
、
東
日

本
大
震
災
に
見
舞
わ
れ
、
自
治
会
の

集
会
所
に
て
炊
き
出
し
等
の
被
災
者

の
生
活
支
援
に
明
け
暮
れ
、
と
ん
で

も
な
い
時
期
に
会
長
を
引
き
受
け
て

し
ま
っ
た
と
後
悔
し
ま
し
た
。

　

自
治
会
事
業
は
概
ね
固
定
化
し
て

お
り
、
毎
年
そ
の
繰
り
返
し
だ
が
、

25
年
10
月
、
地
区
内
の
町
有
地
に
災

害
公
営
住
宅
24
戸
が
完
成
し
た
の
で
、

入
居
者
を
新
し
い
住
民
・
自
治
会
員

と
し
て
受
け
入
れ
る
た
め
、
自
治
会

役
員
が
総
出
で
、
入
居
者
の
引
っ
越

し
の
手
伝
い
や
秋
祭
り
に
招
待
し
た

り
、
フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
の
贈
呈
等
の

歓
迎
事
業
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

小
牛
田
地
区
は
自
治
会
長
イ
コ
ー

ル
行
政
区
長
で
、
本
小
牛
田
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
の
運
営
委
員
、

地
区
社
協
の
理
事
等
の
充
て
職
と
な

り
、
２
期
６
年
は
仕
事
に
追
い
廻
さ

れ
必
死
で
立
ち
向
か
っ
て
、
任
期
で

達
成
感
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
３
月
に
、
体
調
を
理
由
に
退

任
い
た
し
ま
し
た
が
、
今
は
、
私
を

支
え
て
く
れ
た
多
く
の
仲
間
や
会
員

に
感
謝
を
し
な
が
ら
、
悠
々
自
適
の

毎
日
を
送
っ
て
お
り
ま
す
。

い
る
仲
間
が
い
る
こ
と
や
、
職
員
が

足
り
て
い
な
い
現
状
も
あ
っ
た
り
し

て
、
な
ん
と
も
う
十
年
以
上
経
ち
ま

し
た
。

　

そ
れ
は
、
介
護
の
仕
事
が
大
変
な

こ
と
だ
け
で
は
な
い
と
実
感
し
た
こ

と
も
あ
り
、
今
も
夜
勤
を
頑
張
っ
て

い
ま
す
。
体
力
的
に
、
あ
と
何
年
続

け
ら
れ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
一

緒
に
働
い
て
い
る
仲
間
に
助
け
ら
れ

て
、
利
用
者
の
方
や
そ
の
家
族
と
の

関
わ
り
を
大
切
に
し
て
、
笑
顔
を
忘

れ
ず
楽
し
く
働
い
て
い
け
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
さ
ん
に
と
っ
て
も
う
一
つ

の
『
我
が
家
』
と
な
る
よ
う
に
。

今回は牛飼２区の伊藤毅さん、
梅ノ木の遠藤解江さんからの投稿です。

★

★

牛飼２区

梅ノ木

みさとまち議会だより
平成29年８月１日 15



議会だより議会だより

問　○の中には、どんな数字、文字
が入るでしょうか。

①子どもの○○実態調査を実施する
②６月会議の傍聴者は○人でした
③一般質問、○人の議員が12項目を
質問

応募方法
　ハガキまたはＥメールに答え、住所、
氏名、年齢、ご感想などを記入の上、
議会事務局までお寄せください。正解
者の中から抽選で５人に記念品を差し
上げます。
　　　あて先　
〒987−8602
美里町議会事務局　議会だより係
E-mail:gikai@town.misato.miyagi.jp
　　　締切日
　平成29年８月31日㈭（当日消印有効）
前号の当選者　おめでとうございます
　（応募１９件、正解者全員）
　・平　山　　　茂　さん（的場柳原）
　・石　田　テツ子　さん（横　　埣）
　・佐々木　弘　子　さん（志 賀 町）
　・千　葉　節　子　さん（牛飼３区）
　・佐々木　　　崇　さん（上二郷１）
◎前号の答え
　（１００・基本・９）

ク イ ズ
　議会だよりでお伝えしきれない会議
の記録は、美里町公式ホームページま
たは近代文学館や南郷図書館でご覧に
なれます。
美里町公式ホームページ

（URL：http：//www.town.misato.miyagi.jp/）の
「町議会・監査」→「会議録」から閲覧できます。

皆さん議会を傍聴
してみませんか

次回の会議 予定

９月５日（火）午前10時から
手続きは簡単、当日住所と名前を書くだけです。
一般質問通告書は、ご希望の方に無料で提供します。

　

今
年
の
夏
は
、
九
州
北
部
豪
雨
に
よ

る
大
災
害
、
本
町
で
は
、
５
月
か
ら
の

高
温
、
７
月
に
は
連
続
の
真
夏
日
、
熱

中
症
な
ど
今
後
の
天
候
が
と
て
も
心

配
に
な
り
ま
す
。

　

５
月
会
議
で
は
、
各
中
学
校
に
防
犯

灯
と
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
な
ど
が
決
ま

り
、
６
月
会
議
ま
で
に
、
報
告
８
件
、

本
年
度
補
正
予
算
な
ど
９
議
案
が
審

議
さ
れ
、
一
般
質
問
で
は
５
人
12
項
目

が
問
わ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
会
議
１
日
目
の
議
会
傍
聴
者

数
は
本
小
牛
田
地
区
婦
人
会
ほ
か
36

名
で
、
入
り
き
れ
な
い
方
は
１
階
モ
ニ

タ
ー
で
の
傍
聴
に
な
り
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
生
中
継
も
含
め
、

多
く
の
町
民
に
関
心
を
持
っ
て
い
た

だ
き
感
謝
し
ま
す
。

　

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

発
行
責
任
者

　議
　
　
長
　
吉
　
田
　
眞
　
悦

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

　委
員
長
　
前
　
原
　
吉
　
宏

　副
委
員
長
　
鈴
　
木
　
宏
　
通

　委
　
　
員
　
柳
　
田
　
政
　
喜

　委
　
　
員
　
吉
　
田
　
二
　
郎

　委
　
　
員
　
山
　
岸
　
三
　
男

　委
　
　
員
　
佐
　
野
　
善
　
弘

議会だより
環境に配慮し再生紙を
使用しています。

６月会議
No.49 平成29年８月１日

発行／美里町議会　編集／議会だより編集特別委員会
〒987-8602　宮城県遠田郡美里町北浦字駒米13番地

TEL（0229）33-2118  FAX（0229）33-2402
E-mail:gikai@town.misato.miyagi.jp

編
集
後
記

南郷高校のペチュニア

お
詫
び
と
訂
正

No.‌

48
号
８
ペ
ー
ジ
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

（
誤
）民
族
→（
正
）民
俗

訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

検索GO！

みさとまち議会だより
平成29年８月１日16


